
音楽を聞いたり保育者の歌を聞いて自然に手を叩いたり体を揺らす
身近な動物や乗り物のまねをしていろいろなリズムを楽しむ

静と動、緊張と緩和をバランスよく体験し、集中する楽しさを知っていく
音楽を聞き、自由に体を動かして自分のイメージをふくらませていく

音にはいろいろな音があります。音の違いを感じなが
ら、様々な音に合わせて、身体を動かすことをテーマ
に行っていきましょう。
音の種類には、長い音、短い音、大きい音、小さい音
などがありますが、その音の違いによって表現の仕方
も変わってきます。“先生が実際に表現し見せる”こと
で、音を聴きわけて表現することの楽しさも味わわせ
てあげましょう。

音の違いをしっかり感じられるように、最初はゆっくりのペースではじめてみましょう。

ワンポイントアドバイス♪

リトミック 2011年6月2 0 1 1

◎集　中　力：音を聴く耳が育つ

◎バランス力：音によって動くからだの器官や心が育つ

◎情　　　操：より豊かな感性が育つ

楽しんで参加する乳児(0～2才)：

音やリズムを体で感じる幼児(3～6才)：

6月の音楽 様々な音を感じる

6

※掲載の情報は2011年6月現在のものです。　  July 2011 Art Group

大阪府大東市泉町2-14-11
東京都品川区東品川1-3-10-3F

●遊び方：一人から大人数

　まで対応できます。

様々な音を感じる

①Ａ・Ｂ小節は走る
Ｃ・Ｄ小節は歩いて
音の長さの違いを
感じる

②Ｅ・Ｆ小節は「ソ」「ラ」の音
に合わせて大きなジャンプ
で音の大きさを表現しよう
③Ｇ小節はお休み
Ｈ小節は小さなジャンプで音
の小ささを表現しよう


